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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞

・西病棟から、サージパット2枚借りていた分、本日返しています。

・305号室の常夜灯が切れていた為、交換しています。

・引き続き、インフルエンザ・風邪予防を行っていきましょう。

　自己衛生に十分に自己管理する事

・本日、14時から定期心電図を10名行っています。

　　伊藤雄一様、木村梅子様、滝澤久江様、滝田英人様、田名部浩平様、中野渡鉄男様

　　平勝利様、布施邦雄様、元沢政治様、小笠原禮子様

・家族支援継続作業

　　担当スタッフからの詳細メールあり、各自確認しての作業をお願いします。

＜患者様連絡事項＞

・滝澤　久江様～本日で、歯科受診が終了となっています。

＜要注目患者様＞

・田名部　浩平様～本日、福祉事業部門　ベルエポック職員の田名部氏が来られています。ご家族様と本人様、ベルエポック職員、東SGM、金田PSWと、話し合いを10時から30分間行っています。本人への聞き取り調査と、職員との情報交換も行い、青山荘で取り組んでいく計画書を作成していくとの事です。ベルエポック職員からの質問に対して、片言ではあるが、1つ1つ答える事出来ています。

　　　　　　　　　　計画書（今後の支援計画と本人目標）については作成後に、本人に再度

　　　　　　　　　　確認してもらう時間があります）

・三上　勇様～昨日の診察時、腰痛を訴えている事がありました。本人から、腰痛について訴え

　　　　　　　があった際は、ナパゲルン軟膏等で対応していきましょう。

　　　　　　　本日日中のスタッフ対面時は、いつもの日常的な話はありますが、腰について

　　　　　　　触れてくる事はありません。

　　　　　　　本人自身からの訴えがあるかなどの様子についても、客観的に痛みの程度を

　　　　　　　みていくようにしましょう。

・滝田　英人様～日中、脈拍を測ると、74回でリズム安定しています。本人へ体調を尋ねると、

　　　　　　　　「頭がなぁ…」と話されています。本日は、比較的落ち着いて過ごす事出来

ています。

本人が自分で体調を上手く表現出来ない（精神的な不調との混同など）場合も

多いので、バイタル確認などもおこないながらの対応を続けましょう。

・大上　なみ様～不機嫌な表情や態度はありません。

　　　　　　　　昼過ぎには自室床に紙を置いた形で、数字を書き続けているという行動は

　　　　　　　　見られています。

　　　　　　　　声掛けには笑っての返事はありました。

＜猪股Drケース検討＞

・伊藤　雄一様～足の痛みについて、「痛みが上に上がってきた」と話されています。引き続き

　　　　　　　　観察・介入していきましょう。

　　　　　　　　皮膚科；右下腿の創、エルタシン軟膏処置は終了とします。

・木村　義重様～シンラック液2本処方となっています。

　　　　　　　　本人生活リズムや他患者様とのトラブル報告などはなし

＜中野Drケース検討＞

・小笠原　禮子様～本日10時から、主治医面談を行っています。これまでの経過と振り返り、精

　　　　　　　　　査について話し合っています。主治医より、今すぐの療養環境を変更する事

　　　　　　　　　は、考えてはいないとのことです。現環境下での本人の可能性をもっての対

応を続けて欲しい、移動でのメリットデメリットも考慮しての意見でした。

（今後については経過を見ながらの継続的な療養場所の検討は行っていく事になります）

引き続き、日赤受診精査と、身体管理を行っていきます。

　　　　　　　　　夜間帯で転倒や失禁している事ありますので注意して観察していきましょう。

　　　　　　　　　北病棟で出来る限りの、日常生活の援助を行っていきましょう。オツムの使

　　　　　　　　　用については、ご家族様と話し合いで決めていきます。

　　　　　　　　　結果、オムツやパットの購入はしてもらいました。使用については、その時々

の状態もあるので、夜勤でも判断しながらの対応になると思います。ずっと

使用しなければならない状況になると、全体的な身体レベルの判断も必要に

なってきます。

本日受診）

　　　　　　　　　日赤病院受診し、採血・レントゲンを施行しています。検査の結果、右肺に

　　　　　　　　　白い影があるとのことで、詳しく検査していくこととなります。（肺炎、肺

癌、結核、真菌など原因が何かを検査する）

　　　　　　　　　他科より、クラリス（200）2T　2×nde、ムコソルバン（15）3T　3×nde 7

日分処方となっています。

甲状腺の方も、同時に診察受けた方が良いとの事で外科の受診も進めていき

ます。

　　　　　　　　　2/26（水）外科受診　10：00～13：00

2/27（木）呼吸器受診　9：00～13：00　　受診予定となっています。

　　　　　　　　　喀痰検査も実施します。キットが3種ありそれぞれ1回分程度の痰を採取す

る必要あります。取れたら日赤病院　2階14番の呼吸器外来受付に提出して

くださいとの説明あり。2/26（水）起床時に採取予定とします。排痰が出来

なけば吸引用のチューブもらってきていますので使用してください。外科受

診の際に持参出来る様にしていきたいと思います。

　　　　　　診察→フラつきが見られる事から、ロンフルマン（0.25）1錠から0.5錠に、

ファモチジン（20）2錠から1錠へ、薬剤調整を行っています。その他同内

容にて7日分処方となっています。

　　　　　　　　　体温38.5℃以上の発熱時の予測指示が3/7（金）まで継続となっています。

・大上　なみ様～小切手や銀行について話されたり、ノートに数字を書いている事ありますが、

　　　　　　　　日課やプログラムに支障が出ることはありません。

　　　　　　　　妄想が活発な方なので、妄想発言があった際は、現実検討を行っていきましょう。

・十日市　利喜様～シンラック液2本処方となっています。

・元沢　政治様～診察時、入院理由等を聞かれていますが、本人分からないと話されています。

＜SSTミーティング＞

・第4週目（最終週）は、短期目標の確認と評価となっています。







